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1. は じめに
188 年 ､ 精神発作からア パ ー トの 階段吹き抜け部分か ら飛び降り ､ 33 歳の 若さで 亡く なっ た
ロ シア の作家フ セ ヴォ ロ ド ･ ミ ハ イ ロ グィ チ ･ ガル シ ン は ､ 18 0年代の ロ シ ア 社会 に満ちてい た
革命運動の挫折感を体現 した作家と して 通常知られて い る｡ 10年余り の創作活動 しか行わ なか っ
た上 に ､ 短編小説家 で あっ た彼の残 した 作品 は決 して 多くは ない ｡ しか しなが ら､ 処女作 『四 日
間』 で鮮烈な文壇デ ビ ュ ー を果た した彼は当時の若者に熱狂的に受け入れ られ ､ そ の 人気は絶大
であ っ た1｡ とは い え ､ 19世紀末の 一 時代を担 っ た作家ガ ル シ ン は ､ ソ連時代 ､ マ ル ク ス 主義的
階級史観か ら時代の 潮流に つ いて い けなか っ たデカダン ス と して位置づ けられ ､ 不当に マ イナ ス
な評価 を与えられてきた人物でもある｡ ソ連が崩壊 した今 日 ､ 一 昨年に は モ ス ク ワで ガル シ ン作
品集が 同時 に二 冊刊行 ､ 加 えて三巻本 の 国際研 究書がオ ッ ク ス フ ォ ー ドから出版され たo こ の よ
うに世界的に もガ ル シ ン研究が確実な高まりを見せ てい る現在､ すで に早くか ら翻訳が紹介され
て い なが らもこ れ まで本格的なガ ル シ ン研究が ほとん ど行われて こ なか っ た日本 にて ､ 彼 を取 り
上げる こ とは十分意味の ある こ とで あり ､ 目下必要 に迫 られて い る こ との ようにも思われ る｡ 当
論文で はガ ル シ ン の 最大作 『ナ ジ ュ ー ジダ ･ ニ コ テ エ ヴナ』 の 分析を試み るが ､ そ の 際､ 時代背
景から作品 を読み解くの で はなく ､ 作品からその 内に含まれ る時代意識を開示 して ゆく こ とを念
頭に置 い て い る｡
2. 『ナ ジ エ ー ジダ ･ ニ コ ラ エ ヴナ』 執筆過程
『ナ ジ エ ー ジダ ･ ニ コ ラ エ ヴナ』 は ､ ガル シ ン が辛 が けた唯 一 の 中編小説で あり ､ そ の 着想か
ら完成まで 七年もの歳月 をか けた作品である｡
1878年 2月 ､ ガ ル シ ン は - 本の 短編 『事件』 の 執筆に取り組ん で い た. ナジ エ ー ジ ダ ･ ニ コ ラ
1 ｢だが 1886年の春 ､ ･ 文学基金は文学の 夕 べ を催 し､ 私 は文学者たちが い かに朗読するか を聞き に赴
い たo しばしば劇場を訪れ て私 は､ 俳優や女優 ら - の 拍手喝采に慣れて い たo 私 は Capy BepH aP が い
か に迎えられたかを見たo しか しこれ らす べ て は ､ 私にと っ て記憶に残 る この 夕 べ にお ける､ 聴
衆によるガ ル シ ン の出迎えの 前にかすむ o 彼がス テ ー ジに出て 来た時､ 彼が現われ る前か らすでに始
ま っ て い た拍手は ､ 信 じ難い まで に高ま っ た｡ 平土間にもボ ック ス 席にも多く の人 が立ち､ イ ス でも
つ て 一 婦人は扇子 で も っ て 音を立て た ｡ そ してお よそ 20分後にも拍手 と叫び声は静まらなか っ
た. ようやくガル シ ン は卓に座り､ 本を開き 『赤い 花』 - と表題 を読んだo 再び最上階の桟敷で拍
手が鳴り始め ､ 平土間がすぐにそれを受け､ 拍手 の新 し い嵐が持ち上 が っ た ｡ ガ ル シ ンは立ち上がら
なければならず ､ 熱狂 した群衆は長い 間彼に読み始めさせ なか っ た + Co BPeM eⅡ E ⅡR ⅡO B. M.
IlapⅢ ⅡEe. Capa T O B,19 7 , C. 148-1 49.
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エ ヴナ とい う名 の売春婦が彼女 を救おうとす る小官吏ニ キ ー チ ン を自殺 に追 い っ めて しまう物語
で あるが , 彼は そ の 小説が雑誌 ｢祖国雑記+ に掲載 され ない の で はない かと危ぶ ん で い た ｡ なぜ
ならば､ 彼にはそ の作品が ｢戦争 にも ､ 社会的政治的な問題や あるい は他 の 諸問題 にま っ たく触
れ て い ない+ 2も の と思われたか らで ある3o こ の 時期 ､ ロ シ アは前年か ら トル コ と開戦 して い た ｡
バ ル カ ン諸民族 の キリ ス ト教徒 を トル コ の 圧 政か ら解放す るとい う ス ロ ー ガ ン を表 向きは掲げて
い た こ の 戦争は ､ ガル シ ン の 自己犠牲的精神を燃 え上 らせ ､ 18 77年2 月 に彼 を特別志願兵と して
戦地 - 赴かせて い るo 『事件』 は ､ 同年 8 月 に負傷 し戦線を離脱 した ガ ル シ ン が ､ 自らの 参戦体験
を基と した反戦小説で ある処女作 『四 日間』 を発表 した後 に取り組ん だ 二作目の 短編だ っ た｡ そ
して ､ こ の 作品を完成させ ない うちに ､ ガ ル シ ン は女主人公 を据 え置 い た ままそ の 続編 に着手 し
た4o これが中編 『ナ ジ エ ー ジダ ･ ニ コ ラ エ ヴナ』 で ある ｡
ガ ル シ ン の 心配をよそ に ､ 『事件』 は 1878 年 3月号の 雑誌 ｢祖 国雑記+ に掲載され た ｡ しか し
なが ら ､ それ と前後 して社会 を大きく揺 さぶ る事件が起 こ る｡ 女活動家ヴ ェ - ラ ･ ザ ス - リチが
ペ テ ル ブル グ特別市長官 ト レ ポ フ を狙撃 したが ､ 法廷で無罪 を言 い渡され､ 無事に釈放され た の
で あるo こ の放免は ､ 狙撃事件そ のも の よりも強い 印象 を社会 に与 え､ 各新聞紙 は陪審員の決定
を称えると同時に ､ ｢ヴ ェ - ラを ロ シ ア の シ ャ ル ロ ッ ト ･ コ ル デ5とまで ほめそや した+ 6｡ こ の シ
ャ ル ロ ッ ト ･ コ ル デは ､ 『ナ ジ エ ー ジダ ･ ニ コ テ エ ヴナ』 の 中で女主人公 ナジ エ ー ジダの 人物像に
重ね られており ､ 物語の 重要 な起因と なっ て い る｡ 当作品が書き始 められ た正確 な日付 は定か で
は ないが ､ こ の 事件が続編 に着手 しつ つ あ っ たガル シ ンに ヒ ン トを与えた可 能性 は十分 にあり得
よう7｡
これ以後､ 革命家らに よるテ ロ リ ズ ム 運動 が始 まり ､ 社会は - 層不穏 な状態 - と傾 いて ゆく ｡
同年 8 月 にはク ラフ チ ン ス キイ が メゼ ン ツ オ フ憲兵隊長を刺殺 し､ 翌 1879年 4 月 には ､ ソ ロ ゲ
イ ヨ フ が未遂に終わ っ たも の の 皇帝暗殺 を謀 っ た｡ さらに 8 月 には ｢土地と自由+ 結社が ､ 急進
2 rloJIE･ C O6p･ c o q･ ⅢⅡcもM a･ M . ,19 34, C. 15 4.
3 当時 ､ 言論の自由が政府によ っ て奪われて い た ロ シア 社会にあ っ て ､ 検閲制度があるとは い え ､ 文
学は必然的に政治的社会的発言 の唯 - の場とな っ て い た . そ の ような社会情勢にあ っ て ､ 文学は単な
る娯楽とは捉えられず､ む しろ社会 の中で 唱導的役割を要求され る現実が あ っ た｡
4 B･ M ･ IlapⅢ Ⅱ= c o-I H fr e =- ･ rle TPO 3 a B OF(CfC, 19 5 4, C, 4 3 7.
5 Cha rlotteCorday(17 68- 1 79 3) フ ラ ン ス の 熱狂的なジ ロ ン ド派 の女性活動家. フ ラ ン ス 革命の指
導者 マ ー ラ ー を刺殺 したために処刑され た｡
6 荒畑寒村 『ロ シ ア革命前史』､ 筑摩書房 ､ 18 6貢 ｡
7 当時の ロ シ ア社会で は､ フラ ン ス の シ ャ ル ロ ッ ト ･ コ ル デは知識人 に自国 の革命家の 姿を必然的に
連想させたo G･ N･ ボ ス ペ ロ フ は ､ ナ ジ ュ ー ジダ ･ ニ コ ラ エ ヴナ の形象がまた 18 81年 にア レクサ ン ド
ル ニ 世を暗殺した女性テ ロ リ ス ト､ ソ フ ィア ･ ペ ロ フ ス カヤ にも相通 じて い る ことを指摘 し､ 次 の よ
うに述 べ て い る｡ ｢こ の ような典型的形象は ､ 8 0年代の 思慮深 い読者にはま っ たく明瞭で あり､ その
形象 - ･ - の 内に読者は ､ 敏術的に道に迷 い込 んで しま っ たが ､ 民衆解放 の た めに英雄的に命を投げ出
した人 々 の 精神的告白を見ずには い られ なか っ た+ T H･ 1Io cn m o 8
,
Tp ar -e cR a5IPa 3押 O e H H O CT も//
BepⅢ E Ⅱ SI. M . , 1 98 3, C_ 4 6.
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的な組織的テ ロ リズ ム に傾く ｢人民の 意志+ 党と ､ 穏健な ｢土地総割替+ 派に分裂 し､ 革命運動
に拍車が かか っ て ゆくo 次 い で 188 0年には - ル トク ー リ ン に よる冬宮爆被事件 が起こ る ｡ こ の
ような情勢の 中､ ガ ル シ ン は淡々 と革命運動 - の 不参加 の 意志を母親に伝 えて い る｡ 18 79年 1月
16 日付の 手紙に は ､ 次の ような叙述 が見られ る｡
｢ぼく は決 して 法律 に反す る活動を しない で しょ うo それ は主義の た めでは なく ､ 単に火薬が
足り ない た めですo ぼく の 中に火薬 は あっ て ､ ぼくは それをブ ル ガリ ア で の英雄的行為 (戦場で
の負侯) です っ か り使 い 果た して しま っ た の で しょうか ､ ある い は初 めか らなか っ た の で しょう
か ?分か りません ､ おそ らく初め からなか っ た の にちが い あり ませ ん+
ガル シ ン の革命活動嫌 い はそ の 後も続き ､ 82 年 3月 には さらに明確にそ の 理 由を母親に述 べ て
い る｡
｢ぼくは社会の 中には出てゆきません ､ なぜ ならば ､ ぼくは殺人者では なく ､ 彼 らとどの よう
なもの も共有す るこ とはできない か らです+
実際 ､ ガル シ ン は生涯革命運動と直接的な関わり を持たず ､ 検挙されない 文筆家の 方が珍 しか
つ た時代に あっ て それに類す る経験が 一 度もなか っ た作家で あっ た｡ しか し､ そ の ような彼 の周
囲にも不穏な空気は確か に漂 っ て い た o 79年初頭に は次の ような咳き を母親に書き送 っ て い る ｡
｢警察は家具付きの部屋 に対 して新たな法律をつ く り ､ 家主た ちか らア パ ー トの設計図を求め
ま した (おそ らく ､ 真夜中の措置 (捜索､ 逮捕) にあた り ､ 場所 を知り正確に歩く こ とが できるl
よう都合の 良い ように)､ い っ でも好きな時間に部屋 - 入 る こ とが できます｡ 大切に して い る自分
の 手続とそ の他諸々 の 書類 を 0･ 0･ の と こ ろ - 運びた いと思 っ て い ます｡ さもなければ､ お そ ら
くそれらは持 っ て い かれ ､ 行方不明に な っ て しまうで しょう｡
- ' ' '
l ● ミ - シ ヤ は倦むこ となく風刺画 を播い ており ､ す で に同人と して雑誌《CTPeⅨ｡ 3 a(トン ボ)》
- 加 わ りました o 検閲が彼 の テ ー マ をあまりに歪 める の で ､ それ らはま っ たく見分けが つ か なく
なる し､ 時に はそ の タイ トル も単に変えられて しまい さえする の です｡ こう した条件の 下で ､ 機
知を発揮 しなければならない の ですか らね o た とえ政治問題 に触れ ようが触れまい が ､ 検閲官に
はお 気に召さない の です｡ い きなり塗り潰して しまうの です+ 8
8 Ⅲ oJI E･ C O6p･ c o q･ ⅢH CもM a･ M . ,1 93 4, C. 174.
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こ の 頃､ ガ ル シ ン の 私的生活 にも繁 りが 見られ始め るo 同年 に三年も
の 間思 い を寄せて い た R･
Ⅴ ア レ クサン ド ロ グナ との 関係が 終局 を迎 え るの である o
｢愛す る こ とは許 され て い る の に愛さ
れない 人間と して の 自分 の境遇 に我慢が できなくな っ た+ と彼は 母親に記 し､ 精神
的痛み を訴 え
た ｡ 加 えて ､ 彼が美術評論家と して 招かれて い た新聞 ｢ロ シア の真実+ 紡
が発行 を停止 され ､ そ
れもガル シ ン を悲 しませ る｡ そ の ような中で ､ そ の 年の 冬か ら春 にか けて彼
は 『ナジ エ ー ジ ダ ･
ニ コ ラ エ ヴナ』 をこ つ こ つ と書き進めた ｡ 夏には 2 カ月 ばか り ロ シ ア 国内を旅行 し､ 滞在先
で憲
兵隊の 捜索を受けた りす るが ､ 無事に べ テ ル ブル グ
- 戻 るo 初冬を迎 える頃､ ガル シ ン の神経は
衰弱 の 兆候 を見せ るようになる o 11月 に は作品を執筆した り深く思考
したりする こ とが できなく
なり ､ そ れほ ど神経に負担の か か らない翻訳 の仕事の みに従事す る こ ととな
っ たo 12月 1 8日に
臥 執筆を 中断 して い る 『ナ ジ エ
ー ジ ダ ･ ニ コ ラ エ ヴナ』 に つ い て ､ ガ ル シ ン は次 の ように 母親
に書き送 っ て い る ｡
｢す でに 一 年 半前 に思い つ き ､ 今で は (もちろ ん ､ 目下の と こ ろ は 自分
の 頭 の 中で) さらに補
ゎれ ､ 書き改められ て い る物語を書きた い と欲 して い ます o
･ ･ ･ ･ . 周 題 はI,
こ の 小説 には どの よう
な 《傾向》 もま っ たく ない と い う こ とです o 恋愛沙汰が あり多く の 血が結末
で流 れ る ､ 完全 に個
人的な物語です ｡ お そ らく『祖国雑記』は掲載 しない で し ょう
- - ･ ですが ､ とり あえず書きます o
なぜ かと い えば､ 僕の 頭の 中で登場人物 たち全員がすで に よく歩き回
っ て い るの で+ 9
こ の 時点 で ､ ガル シ ン は 『事件』 に従事 して い た時に感 じて い た不安と同様
の もの
る社会的諸問題にも触れて い ない が ゆえに掲載を断られ る の で は な
い か ､ と いう不安
い か な
をすで
に抱えて い た ｡ しか し､ 彼 の頭 からは作品の 全体像 が離れな い o 翌 80 年
1月 に はガル シ ン が 小康
状態を取り戻 し､ 『ナ ジ エ ー ジ ダ
･ ニ コ テ エ ヴナ』 に再 び取りか か っ て い る こ とが分か る o
｢小説の 執筆は非常に緩慢に進ん で い ます o と い うの は 主に ､ 僕 がそ の 中に多く
の ごまか しを
見て い るの で ｡ そ の小説 を投 げ打つ か どうか は分か りま
せ ん+ 10
こ の 年の 2月 ､ ガル シ ン の 精神衰弱は
一 つ の頂点に達するo 2月 12 日 ､ ロ リ ス
･ メ リ コ フ が国
家秩序公安維持最高管理委員会 の長 に任命された の だが ､ そ の 直後 に彼
に発砲 した青年ム ロ デ ニ
ッ キイ が死刑の 宣告を受けた｡ こ の ｢企て の 知らせ は ､ ペ テ ル ブル グ全体を強く揺り動
か した+llo
ガル シ ン の精神的動揺は凄ま じく ､ 青年 の 運命に 同情した彼 は ､ 死刑前日の 夜半 ､
ロ リ ス ･ メリ
9 Ta M X e, C, 196
- 19 7･
10 Ta M X e, C. 199.
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コ フの 邸宅 - 自ら赴 い て減刑 を嘆願する とい う無謀な振る舞い に出る｡ 偶然にもそ の 日ガ ル シ ン
の部屋 に泊ま っ て い た友人 ルサ ー ノ フ は ､ そ の事実を次の ように回想 して い る｡
｢ガ ル シ ンは い まだ床 に就か ない で ､ 興奮 して部屋 を走り回 り ､ 何 か を書 い て いた ｡ そ して そ
れ を破き ､ また書き ､ 次か ら次 - と コ ッ プで水を飲ん で ､ 号泣を押 し殺 しなが ら絶望 して手を握
り合わせ て もん で い た o しま い に はそ そくさと帽子 と外套 をはお っ て 走り出て行 っ た ･ - - ｡ 私た
ちは寝入 っ た - - - o 朝 の 九時､ 私 たちの と こ ろに狂 っ た ように廊下の女性が走り込ん で来 ､ 区警
察署長が警察分署長 と 一 緒に こ ちら - 来て い るの で起き る ように求めた - - - ｡ 自分の 鼻を ドア に
差 し込ん だ警察署長が ､ 『こ こ にガ ル シ ン 氏 が間借 り して い るか ?』 と尋ねた｡ - - - 『 - 数時間ば
か り前に 出て行きま したが ､ も しか した らもう帰 っ て来 るかも しれ ませ ん』｡ 私た ちの最後の言葉
に､ 明 らかに こ の こ と に関して は こ ちらよりも多く知り なが ら､ 警官の 鼻は にやりと笑 っ たよう
に見えた o ドア は パ タ ンと閉ま っ た+ 12
ガル シ ン は明け方の 六 時に ロ リ ス ･ メリ コ フ 宅を訪問 し ､ 自分の 名刺を差 し出 して独裁官に取
次ぎを頼ん だの だ っ た o こ の 時に ガ ル シ ン が書 い た嘆願書は現在 も残 っ て い る13｡ 彼は結局 ､ 当
局に逮捕 されて も不思議 ではない 行為を しでか しなが ら､ 独裁官か ら死刑を延期 し事件を再審理
す るとい う約束を取り付 けて ､ 仲間の とこ ろ - 戻 っ てく る｡ こ の 時の ガル シ ン の様子 を ､ 同時代
作家 G･ Ⅰ･ ウ ス ペ ン ス キイ は次の ように伝 えて い る｡ ウ ス ペ ン ス キイ は雑誌 ｢ロ シ ア の 富+ の再
開に つ い て話 し合うため に ､ 仲間らと ドミイ ト ロ フ ス キイ横丁 に あるア パ ー トに集ま っ て い たが ､
そ こ に突然ガル シ ン が現れた ｡
i
｢彼 (ガ ル シ ン) の異様に興奮 した状態は ､ 一 同の 注意を引い た ･ - ･ ･｡ 声は しわがれ ､ 充血 し
絶えず涙で溢れ て い る瞳 でも っ て ､ 彼は とん でもない 物語 (独裁官- の訪問) を話 したが ､ 最後
まで語 り終 えず に泣 いて ､ 水を飲み頭を滞らすた めに台所 の蛇 口 の 下に駆 けて行 っ た｡ 不運なこ
とに ､ 彼 が水 をた っ ぷり飲み終わ っ たまさにそ の 瞬間､ 台所に袋を背に担 い だ水夫が入 っ て来､
リガ の バ ル サム酒 (香草を浸 した ウオ ツ カ の - 檀) を買うの を勧めたo ガル シ ン はす ぐさま瓶 を
購入 し､ バ ル サム酒 をガラ ス の コ ッ プになみ なみ と注い で水 の ように それを飲んだo お そらく彼
自身 ､ 自分に何が起 こ っ て い るか 理解 しない ままに+ 14
しか しなが ら案の 定 ､ ガル シ ン の 約束は守られず に ､ そ の 翌 22 日に予定通りム ロ デ ェ ツキイ の
12Ta M 3E e
, C. 19 7.
13 IloJ= Ⅱ- C O6p. C OTI. ⅢH C もM a. M . ,193 4, C. 2 0 7.
14B･ r Kopon e〃KO, Co6pa = H e C OTIH =eⅡ=fi･ M リ 1 95 5, C. 2 42- 4 3.
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死刑は執行された ｡ これはガル シ ン に決定的な打撃 を与 え る｡ 彼は ｢始終どこ か - 急ぎ､ ま る で
何 かを思 い 出そ うと頭 を抱 え ､ しば しば想像上 の 相手 と会話す る+ 15よう にな っ た ｡ 彼 の書簡内
にも､ そ の精神不安は色濃 い 影を落と して い る ｡
｢血はぼく を憤慨 させて い ます ｡ ですが ､ 血は 四方八 方か ら迫 っ てく る の です+ (2 月 2 2日付)
｢社会主義者た ちはもちろん ､ 場所 と自分 の計算をほ の めかす｡ わか っ た ｡ 自業自得 なの だ｡
血 ､ 血 ､ 血 !+ (2 月 2 4
･2 6日付)
春に なると､ そ の ようなガル シ ン の 姿を見た仲間た ちが ､ 彼 を転地療養させ ようと生まれ故郷
の南方 - 送り 出す o ガル シ ン は モ ス ク ワ - 赴 い た 後､ トク ー ラ県 とオ リ ョ
- ル 県 をさすら い ､ ま
た ヤ ー ス ナ ヤ ･ ポリ ヤ ー ナに文豪トル ス トイ を訪ねたり しなが ら､ 故郷 ハ リ コ フ - と向か っ た ｡
ハ リ コ フ へ 到着 した もの の ､ 彼 の神経衰弱 は悪化 の
一 途を辿り ､ 5 月 には家族の 手で ハ リ コ フ の
精神病院に入 院させ られ る｡ そ の後 ､ ペ テ ル ブル グの 病院､ - ル ソ ン県に ある叔父 の 領地 と転々
と しなが ら療養生活 を送り ､ 彼が大方 の 健康 を取り戻 して ペ テ ル ブ ル グ - 再び 出てきたの は ､ 2
年後の 1882 年 5月で あっ た ｡
そ の 間に ､ ロ シア 社会は新た なツ ァ ー リの 治世 を迎えて い た ｡ 81年 に ｢人民の意志+ 党の メ ン
バ ー に よ っ てア レ クサン ドル ニ世 が暗殺 され ､ 革命運動弾圧 を主軸とす る ア レ クサ ン ドル 三世の
統治が始ま っ たの で ある｡ そ の 弾圧 の 凄ま じさは ､ 前帝の 20年間の 治世に 30人の 政治犯が死刑
に処された の に比 べ ､ ア レ クサン ドル 三世即位後わずか 4年 の 間に ､ 14名 もの 人間が死刑に処さ
れた こと か らも推測 でき よう｡ 84年 になる と､ 有力な革命党員は こ と ごとく刑 死 ､ 投獄 ､ 流刑 に
処され ､ ある い は国外 に亡命 し､ テ ロ リ ス トはもはや政府に と っ て真の 脅威で はなくなる ｡ 反動
の 時代 とは言 い なが ら ､ 安定 した帝権の 下で ､ 政策的 には本格的 な ロ シ ア機構 の 枠組み が形作ら
れ た時期で もあっ た. こ の ような情勢の 中､ ガル シ ン は長 らく留保 して いた 『ナ ジ エ
ー ジダ ･ ニ
コ ラ エ ヴナ』 に改めて 取り組む ｡ それ は 84年 8月 の こ とで あ っ た ｡ 同月 10 日付の 友人ラ トキ ン
宛て の書簡内で最も古い 仕事 に取 りか か る旨を述 べ た ガル シ ン は ､ 同月 24 日 には弟に｢12月 か ､
も しかす ると 1 1月まで に (そ の仕事を) 終えるだろうと思 っ て い る+ と したためて い るo そ の 年
の 末に ようやく完成 した 『ナ ジ エ ー ジダ ･ ニ コ ラ エ ヴナ』 は ､ 前半 と後半部分に分けて それぞれ
.雑誌 ｢ロ シア 思想+ の 1885年 2月 号 ､ 3月 号に発表 された｡
15Co BPe M e E = ⅢくE 0 B･ M ･ rapⅢ Ⅱ= e･ CapaT O B, 19 77, C･ 1 99･
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3. 作品発表後
こ れだけの 歳月 手元 で あたた めて い た にもかか わらず ､ ガル シ ン は こ の作品に自信 を持つ こ と
ができなか っ た｡ 前半部分が姥誌 に掲載され た 2 月 に ､ 彼は作品の 出来に対す る不安を友人 ラト
キ ン に次の ように吐露 して い る ｡
｢『ロ シ ア 思想』 に小説 『ナ ジ エ ー ジダ ･ ニ コ ラ エ ヴナ』 の 前半部が載せ られた｡ - ･ - こ の 作品
が どんなもの で あるか ､ ざ っ くばらんに僕に書 いてくれた まえ｡ 僕自身 ､ こ の 小説に 不満 で ある｡
僕が見て い るそ の難点で はなく ､ 無関係 の こ と
と嫉妬に よ っ て 占め られて い る こ と
い る+ 16
政治問題 の欠如 ､ こ の 我々 の時代に作品が愛
で ､ 僕は激 しく罵倒され るだ ろうとい うこ と は分か っ て
翌月 には彼はラ トキ ン に ､ さらに次の ような批評家らの酷評を予想する手紙を書き送 っ て い る｡
｢『ナ ジ エ ー ジダ ･ ニ コ ラ エ ヴナ』 は ､ どうや ら読者の 間で は若干の成功は収めたようだ ‥ ･ ｡ 予
想され るの は ､ ス カ ビチ ェ フ ス キイ 17や思想的同類者 (雑誌 《ⅡeRe m I( 一 週間)》)､ そ の他 の者
から､ 致命的なびん たを食うだ ろうと い うこ とだ ｡ 一 人プ レ ニ ンだけはも しか した ら､ い っ もの
ように好意的かも しれない - + 18
実際､ 当作品は概 して良い評判を得なか っ た ｡ 批評家の 中で もス カ ビチ ェ フ ス キイ は とりわ け
辛味だ っ た｡ 彼は ､ ｢す で にず っ と以前に消え去 っ た ように見 えたロ マ ン主義の ある特性 の復活+
とい っ た観点か ら作品を検討 し､ ｢こ の ロ マ ン チ ッ ク でメ ロ ドラ マ 的な無価値なもの を読ん だ あと
で ､ も し憂欝な気分に襲われない とすれ ば､ こ れ はま っ たくお笑い だと ､ あなたは思わず叫ばな
い で はおれない だろう+ と評 した ｡ ｢北が どちらか ､ 南が どちらか ､ 東は どちらか ､ 西は どちらか ､
あらゆる知覚を完全 に失 っ た ､ す べ て の 道に迷 っ て い る旅人+ 19と作者ガル シ ン を位置づ けた こ
の批評は ､ 革命運動が準折 し思想的混乱 の 内にある社会 にお い て ､ 作品内に政治的社会的方向性 ､
16rloJIH. C O6p. c ot王. ⅢE C h M a. M . ,19 34, C. 3 53.
1 7A. M . C‡は 6許可e B C R耳丘(18 38-19 10) ナ ロ ー ド ニ キ派 の批評家o そ の 活動は精力的で当時の有力な批
評家ミ ハ イ ロ フ ス キイと肩 を並 べ た ｡
戦場で負傷し 一 人取り残された兵卒の心理 を播い た ､ ガ ル シ ン の処女作 『四日間』 に対 して ス カ ビ
チ ェ フ ス キイは ､ 作者は自己 の感覚の レ ポ ー タ ー に過 ぎない とし､ そ こに芸術的才能を認めなか っ た｡
こ の批評は ､ 義勇兵と して自らも参戦経験を持つ ガ ル シ ン を傷 つ け ､ そ の 後に執聾 した簡単な自叙伝
(188 4) に作家は ､ ｢つ い でなが ら私自身 ､ 負傷の 復すぐに砲火の 中から運び出され たの で ､ どの よう
な似た ことも ー 度も味わわなか っ た こ とを言 っ て おきます+ と付け加えた ほどだっ た｡
18rloJIH. C O6p. c o y. ⅢⅡc もM a. M . ,19 34, C. 3 54.
19 Ta M 3R e, C. 50 8.
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示唆性が欠如 して い る こ と を暗に指摘 した もの だ とい え る｡ こ の 類 い の 批判 はすで にガ ル シ ン が
予期 して い たもの だとは い え､ や はり彼 を傷つ けた こ と に変わり は なか っ た ｡ 2 カ月 後の 5 月 ､
ガ ル シ ン は再度ラ トキ ン に宛て て 以下の ように綴 っ て い る｡
｢君はおそ らく ､ 僕が モ ス ク ワ か ら抜きずりを受け取 っ た 復す ぐに 君に送 っ た ､ 僕 の 『ナ ジ ュ
ー ジ ダ ･ ニ コ ラ エ ヴナ』 を読ん だこ と と思うo 遠慮 しな いで それ に関 して僕 に何か書き送 っ てく
れ たまえ｡ 僕は ､ こ の 作品の た め に多く の 多く の非難を浴び て い ると感 じて い る｡ もちろん ､ 批
評家たちが けな して い る面 にお い て で はない o 一 方 ､ こ の こ と (批評家た ちの 酷評) は多大 な圧
迫 で あっ た o ス カ ビ チ ェ フ ス キイや K に よっ て吐かれた 《無価値 なも の》 等々 の さま ざまな言葉
に自分が慣れ得た こ とだけを､ 僕は喜ん で い る｡ それ らの言葉は僕 の 感情を大 い に害して い る｡
汝自らが最高裁判所 なり - I
だが ､ 実際 ､ 僕は こ の裁判所に 《満 足 して い る》 とは言 えな い+
ガル シ ン自身が作品に対 して抱 い て い た失敗感 は ､ 批評家らの 指摘す る点と い うよりも ､ 主に
彼個人 の 目に 映る難点に あっ たとい える｡ 上述の 言葉に続 いて ､ ガ ル シ ン は以下の ような内容を
ラ トキ ン に書き送 っ て い る｡
｢僕は ､ 初めから学び直す 必要が あるこ とを感 じて い る ｡ 自分が これ まで従事 して い た ､ 何 か
《散文の 中の詩行》 とい っ た ような､ 恐 ろ しく断片的に 叫び声を上げる時期 は過 ぎ去 っ た｡ 僕 に
は材料 は十分に ある ､ 必要 なの は 自分 の こ とを措く の で はなく ､ 大きな外部の 世界を描 出す る こ
とだ o だ が ､ 古いや り方が 筆に ひ っ つ き ､ そ の ためか ､ 多少 の 事件と ､ 事件 の 中に幾人 か の人物
を導き入れ ようとの試 み を伴 っ た最初 の 作品は完全に失敗 した+
ガル シ ン が モ ノ ロ ー グ的な 一 人語 り の形で短編 を創作す る傾 向が あ っ た ことを考慮すれば､ 上
述 の彼 の 言葉をある程度噛み砕く こ とは 可能だろう｡ こ こ から､ 『ナ ジ エ ー ジダ ･ ニ コ ラ エ ヴナ』
はガル シ ンが 作風の 転換を試み た初め て の 作品で あ っ たこ とが推察され る｡ 事実 ､ 当作品は 登場
人物の 多さと筋の複雑さの 点で彼 の他 の 作品に抜きん 出て い る ｡ だが ､ 作風転換の 兆 しを見せた
当作品以降､ ガ ル シ ン は長編 執筆を計画 しなが らも結局は 二 つ の 短編 を発表 したき りで ､ 三年後
に 自殺とも受 け取られ る非業の最期を遂げた｡
作品が雑誌 に掲載されな い かも しれぬ と危倶 し､ 批評家らの激 しい 批判 を不安 げに 予想 しなが
らも ､ 執掬 に時間を費や して執筆された 『ナ ジ エ ー ジダ ･ ニ コ ラ エ ヴナ』 は ､ そ の構想の 時点か
らガル シ ン を捕 えて放さない もの が あっ た｡ それ はまた 『事件』 か ら引き継がれて い る構想 ､ テ
ー マ であり ､ 熱意でもある｡ 発表が危 ぶまれ なが らも ､ ガル シ ン はそ の 作品内に何を描き ､ 何を
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と どめたか っ た の だ ろうか ､ 一 見 ､ 時代状況 に反するもの の ように思われ るこ の恋愛小説 臥 180
年代 ロ シ ア社会に生きた者にと っ て何を意味するもの だ っ た の だ ろうか ｡
同作品は これまで ､ ガ ル シ ン を 1880 年代の ロ シア の社会問題と密接に結びつ ける延長線上に
多く の 場合 ､ そ の テ ク ス トからモ チ ー フ の みが個別に抽出されて検討 に付されてきた ｡ ウラ ン ス
の女活動家シ ャ ル ロ ッ ト ･ コ ル デの 形象 ､ 社会の 最下層で不 当な扱い を受ける売春婦ナ ジ エ ー ジ
ダの形象､ - リ フ レ イ フ の措く ､ こ の 世 の悪に対 して武器を取 るイ リヤ ･ ム ー ロ メ ツ の 形象 ､ そ
の 一 つ 一 つ が 80年代 ロ シア 社会 の 問題を含むもの と して考察の 対象に なっ てきた . M . Ⅰ. ポク ロ
フ ス カ ヤ が 『堕落者』 20と題す る著書内で ､ 当時の 社会にお ける売春婦問題と直接 に結び つ けな
がらトル ス トイ ､ ドス ト エ フ ス キ ー ､ ガ ル シ ン ､ チ ェ ー ホ フ作品に登場する売春婦の 形象を比 較
吟味 して い る他､ それ に類する言及 は G･ A･ ビ ヤ ー ル イ2 1､ A. N. ラ トィ ニ ナ22､ S. N. カイ ダシ
ュ
ー ラク シナ23にも見られ るo また ､ 時代と直接的に結び つ けない とは い え､ 197 7年 に ペ ニ ー ･
バ ー ナ ー ドが ､ フ ロ イ トの 精神分析 の 理論を用 いなが ら作品 の各登場人物をやは り別個に取り 出
して分析 してお り2 4､ さらに近年で は B･ N･ チホ ミ 一 口 フ が - リ フ レイフ の イ リヤ ･ ム ー ロ メ ツ
の 形象 を､ ドス ト エ フ ス キ ー と トル ス トイ の キリ ス ト教倫 理 の体系と比 較対置させ てもい る25o
そ の ような中で ､ 英国の ガル シ ン 研究者 ピ ー タ ー ･ - ン リ ー は テ ク ス トを解体せずに 『ナ ジ エ ー
ジダ ･ ニ コ ラ エ ヴナ』 の検討を試み て い るo 彼は作品内に潜む社会倫理 - の 動き に注目 し､ 次の
ように語 っ た､ ｢ガル シ ン は あた かも次の ように語 っ て い るようである ｡ あらゆる殺人は悪事なの
だ ､ そ してまた人生の 無慈悲さは ､ ロ バ - チ ン の如きまともな人間をあの ような犯罪行為を自ら
招か なけれ ばならない状況に置き もするの だ ､ と い うように+ 26｡ 彼 はそ こ に ､ 当時の ロ シ ア社
会の 残虐な現実の 中にあっ て どの ような理由があると しても殺人 を是認 しない誠実な倫理観を見
て取 っ て い るo また近年で は P ･ Ⅴ ベ ケデ ィ ン も作品全体を掃 えてそ の 内にあるキリ ス ト教的陰
L
影を示 しながら､ ピ ー タ ー ･ - ン リ ー と 同様 にそ の 倫理的な側面に光を当てて い る27o 作品を解
20 M･ H
･ HoKPO 8CK aE, 0rI叫 Ⅲ E XThPyc cR E e =H Ca T eJI Ⅱ 0 = aRⅢ HX‥JI･ ToJIC T O丘, ◎. no cTO e B CR鴫 B.
rapⅢ = E, An･ qe X O B. CrI6. , 1 90 1.
21 T A･ E u bla, Bce B OJ=OR raPⅢ 宜= . JI” 19 69･ B ･ M . rapⅢ Ⅱ = Ⅱ J=q r ePa Ty PE a兄 6opL6a
B OC もM耶 e C且T ⅢⅩ r
tO月O B. M . , 19 37.
22 A･ H･ JTa mbE”u 〟a
,
Bce B OJ=OnraP Ⅲ ⅡE T B OPq e CT B O 玄 Cy 苅b6a. M . , 198 6.
23 c･ H ･ Kadaau L-JTaK2a u〃al O6pa 3くくⅢaRⅢ e丘3R e = =- H))B T B OP可e CT B eB･ M ･ I
,
apⅢ 孤 a// Vs ev old
Ga rshin atthetu rn ofthe ce ntu ry･ No rthgate, 200 0, pl17.
24Pen ny Bern ard･ Vs e v oldMikhilo vichGa r shin:A study ofthedyn amicsguilt･ Ge o rgeto w n
Univ e rsity, Ph.Dリ 1 97 7.
25 01 P･ Hu K C”ae8, E･ H ･ Tu GU”uPO8, 9= - e c R O e I甲 a B OCJ=a B E e叩 yC CR a5= RyJIL TyPa//XpⅡc T Ⅱa H CT BO I
P yC C‡くajI JIⅡTePaTyPa _ CrI6., 1 99 4.
2 6PeterHe nry, A H a mletofhis Tim e Vs ev old Ga rshin･ 0Ⅹfo rd, 1 98 3, p2 00.
2 717･ B･ Ee Keau#, Pe m Ⅱr H O 3H h=e M O TⅡB hlyB･ M ･ rapエ Ⅱ= a// ⅩpⅡCT E a E CT B O IPyC Cmi J= - ePa TyPa .
C Ⅲ6‥ 19 94.
49
研究 プ ロ ジ ェ ク ト報告書第 40 集 19世紀末 ロ シア の 思 想と文化
体せず に検討に付 した 両研究者 が共に ､ 悲劇的結末で 終わ る当作品か ら明 るさに満 ちた倫理観 を
引き出 して い るの は極 めて興味深 い 事実と い えよう｡ とは い え ､ こ の ような形 の 『ナ ジ エ ー ジ ダ ･
ニ コ ラ エ ヴナ』 研究は い まだ少数で あり ､ 依然と して 一 個の作品と して は多く の 問題 点が論ぜ ら
れない ままに残 されて い る こ とに変わ り はな い o 当論文で は ､ モ チ ー フ を作品か ら独立 した 一 形
象として扱っ た り ､ 作品 の全体像 を分解す る こ となしに論考を進 めて ゆく こ とを目的 に置く｡
4. 作 品構造
青年画家ア ン ド レ イ ･ ニ コ ラ エ ヴィ チ ･ ロ バ - チ ン は ､ フ ラ ン ス の女革命家シ ャ ル ロ ッ ト ･ コ
ルデ を措 こうと試み るが ､ 肝心 の 絵 の モ デ ル が見 つ か らない o 絵 の創作 を諦 め かけて い る時に ､
過去 の罪28に震 えお の のく売春婦 ナ ジ エ ー ジ ダ ･ ニ コ ラ エ ヴナ と知 り合 い ､ シ ャ ル ロ ッ ト ･ コ ル
デの 最高の モ デル と して彼女 を雇 う｡ しか しながら､ い つ しか ロ バ - チ ン の胸 には彼女 - の憐れ
み ､ 恋情が芽生え ､ 遂 には彼 は彼女の 閉 ざされた心 を開く ｡ こ う して 二人が 明る い未来 - 歩んで
い こうとする欠先 ､ 嫉妬に怒 り狂 っ た悪友 ペ ソ - ノ フ が ロ バ - チ ン宅に の り込 み ､ 居合わせ たナ
ジ エ ー ジ ダに発砲 ､ ペ ソ - ノ フ 自身も ロ パ ー チ ン の 一 撃に倒れ ､ 多く の傷を負 い なが らも ロ バ -
チ ン 一 人が生き残 る こ ととなる ｡
こ の ようなあらす じの 『ナ ジ エ ー ジダ ･ ニ コ ラ エ ヴナ』 は ､ 事件後床 に 臥 した ロ パ ー チ ン が ､
自らの 死期を間近に 予感 しなが ら綴 る回想録の 形 で物語が進 められ て い る ｡ 冒頭部分で ロ パ
ー チ
ン は ､ こ の 手記が将来誰に も読まれ なか っ たと して も自分に とっ て は大 した問題 では ない と述 べ
なが ら､ 次の ように付 け加 える ｡
｢した が っ て ､ ぼくは自分が書くテ ー マ と して ､ 世界 的で ない と しても しか し社会的な問題 に従
事す る こ とに慣れた 人々 の 興味をま っ たく そそ らない事柄 を選ん だ こ とに つ い て も､ また そ の 陳
述の 形式に つ い て も､ 未来 の読者 らの 前で別 に弁解せずとも い い わ けなの だ+
こ こ に我々 は ､ 作者ガル シ ンが書簡 の 中で 明か して いた 不安､ すなわち当作品が社会的諸問題
に触れ て い な い こ とに対す る語り手の 直接 の弁明を見て取 るの で あるが､ 未来の 読者を必要と し
ない と語 る ロ パ ー チ ンも ､ ただ 一 人 ､ 又従姉妹で元婚約者の ソ - ニ ヤ に は手記を読んで もらい た
し
_
､と願う. ソ - ニ ヤ は ､ ロ パ ー チン ､ ナジ エ ー ジダ ､ ペ ソ - ノ フ を結ぶ愛憎の 三角関係の 外 に立
っ 人物で ありなが ら ､ 物語 内にて非常に重要な役割を果た して い る ｡ ロ バ - チ ンか ら ｢ゴ ル ー ブ
チク (愛する人 ､ と い う意味)+ と呼びか けられ る彼女は ､ 手記が託され る唯
一 の人間で ある と同
28 『事件』 でナ ジ エ ー ジダ ･ ニ コ ラ エ ヴナは ､ 売春婦と いう泥 沼の境地か ら彼女を救 っ てくれ ようと
した′J､官吏 ニ キ ー チ ン を自殺に追 いや っ て しまう｡
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時に ､ 手記内に綴られて い る事件の 中でも ロ バ - チ ン の 告白相手 とな っ て い る ｡ い わ ば､ 物語の
外にお い ても内にお い て も､ 彼女 は ロ パ ー チ ン の語 りの 受け皿 となっ て い るの で ある｡ 彼は ロ ー
ズ色の リボ ン で ソ - ニ ヤ か らの 手練の 束を保管 しなが ら､ ｢自分が考え ､ 感 じた こ とす べ て+ を彼
女 へ 書き送るo 彼はナ ジ エ ー ジ ダと出会 っ た 一 連 の過程もソ - ニ ヤ に包み隠さず打ち明け､ ロ パ
ー チ ン の ナ ジ エ ー ジダに対する恋情に最初に気づ い た者 は ､ 彼自身で は なくまさに ソ - ニ ヤ で あ
つ た ｡
｢あなた は彼女を愛 して い る の ね ､ ア ン ド レイ o どうか神が あなた に幸福 を授 けられ るように
･
- -
+
こう ソ - ニ ヤ に よ っ て記され た 手続 を受 け取 っ た ロ バ - チ ン は ､ ｢なにか大きな波が襲い かか り ､
身体の 中 へ 侵入 して来て ､ ほとん ど意識 を奪 っ て しま っ た+ ような状態となる｡ 彼は立 っ て い る
こ とが できずに安楽椅子 に身を投げるが ､ こ の瞬間 ､ 彼は次の ような自覚を得る に至 る｡
｢これは本当だ っ た . ぼくは彼女を愛 して い たの だ. - - ･ ,自分で は妹 (ソ - ニ ヤ) へ の執心 を
愛と呼ん で い た し､ 数年後には彼女 の夫 になる準備 を して い た｡ ･ ･ ･ - 自分が他の 女を愛す る こ と
が でき ると言われた と しても ､ ぼくに は信 じられなか っ ただろう. - ･ ･ ･ ･ しか しソ - ニ ヤ の 言うと
おりだ - ぼくは ､ た しかに ､ 二十五歳まで恋 を知 らなか っ た 男の ､ 悩ま しい ､ 激 しい ､ 初めて
の恋情をも っ て彼女 (ナ ジ エ ー ジ ダ) を愛 した の だ+
婚約者 で ある ソ - ニ ヤ は ､ 彼 の 心変わりを知 っ て も尚且つ 彼 の傍 に い る こ とを告げる ｡
｢あた しは自分の くだかれた 心 を訴 えようと は思い ませ ん - なぜだかお 分かり ? それは ､ ま
つ たく砕かれて はい ない か らですo あた しは兄 ､ また ､ 許嫁と して あなた を見る ことに なれて い
ますo 前者 こ そ本来の もの で ､ 後者は人々 が思 い っ い て ､ あた したちに結び つ けたもの の ように
思われる の o あた しは こ の 世でだれ よりも ､ あなたを愛 して い るわ+
ソ - ニ ヤ を通 して 自分の 心 に潜む真情を見出した ロ パ ー チ ン は ､ 再び彼の 元 に姿を現わ したナ
ジ エ ー ジダを真綿で包むようにい た わり ､ とうとう彼女の氷 の ような心を溶解させ る｡ しか し､
ペ ソ - ノ フ の狂人 じみ た嫉妬心 に よ っ て物語 の幕は閉 じ､ そ こに再び傷っ い た ロ バ - チ ン の 癒し
手と して ソ - ニ ヤ が登場 して ､ 彼女 - の 告白の形で事件の 全貌が語 られる小説冒頭 - とつ なが る
の で ある ｡
こ の ように 一 貫 して ロ パ ー チ ン の 聞き役 と して置かれて い る ソ - ニ ヤ は ､ どん な事態に陥ろう
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と彼を保護 し慰め る慈愛の 女性 で ある o 彼女は ､ 事件後に床に 臥 して涙する ロ バ - チ ン に ､ ｢自分
の 額に こぶ をこ しら阜た子供 をなだめ る母親の 口調+ で も っ て語 り か ける｡ こ の 両者 の 精神的結
び つ きは ､ 与 える者 と受け取 る者の 役割 が完全に 区分 され て い る と い える だろ う｡ ソ - ニ ヤ は 見
返 りを求 めず に与え､ ロ バ - チ ン は彼女か らひ たすら慰安 を受け取 る｡
では反対 に ､ 誰が ロ バ - チ ン の 手に よ っ て介抱され ､ 慰 め られ る相手なの かo
それ は女主人 公ナ ジ エ ー ジダ ･ ニ コ ラ エ ヴナで あるo ロ パ ー チ ン は ソ - ニ ヤ の 手紙に よ っ て 自
らの気持ちを悟 っ た後 ､ 己 の真 の 願望に も気 づく｡
｢ぼく は ､ 苦 しみ悩む惨状 か ら彼女 を解放 し､ 自分の 手 で どこ か遠く へ 移 し､ 自分の 胸に抱き
と っ て 眠 らせ ､ 彼女が我 を忘れて ､ そ の 打ちひ しがれ た顔 が幸福 の微笑み に よ っ て よみが える よ
うに してやりた か っ た+
ソ - ニ ヤ が ロ バ - チ ン を慰め 世話する の と同様 に ､ ロ パ ー チ ン はナ ジ エ ー ジ ダを ｢胸に抱き し
め ､ そ の 悩み疲れた生活を和 らげて やろ う+ とす る｡ 彼 の 目を通 して浮か び 上が るナ ジ エ ー ジ ダ
の 姿は ､ 物語の 展開にそ っ て描 写 の 力点が 変えられ て いく . 冒頭部分では ナ ジ エ ー ジダの洋服や
姿形を主に描き 出して い る彼 の 筆は ､ 先 - 進む に つ れて彼女の 立 ち居振舞い ､ 顔の 表情を映 し出
す ように なり ､ さらにはそ の 内面 に潜むもの を捕 えて ゆこ うとする ｡ そ れ は 同時に ､ 観察者 ロ バ
- チ ン の 眼差 しの 内に ある彼女 に対す る優 しさや憐偶の 情の 増大をそ の まま反映 して お り ､ 彼が
彼 女を救出しようと決意する ま で の 心情の変化が読み取れ る｡
フ ォ ン タ ンカ の ダ ン ス ホ ー ル で ナ ジ エ ー ジ ダと初めて 知り合っ た翌日 ､ ロ パ ー チ ン は明け方の
浅 い眠 り の 中で ｢絵の モ デル が 自分 の と こ ろ にや っ て来 る+ こ と を思 い 出す｡ そ の 早朝に突如と
して 訪ねて きたペ ソ - ノ フ に も､ 彼 は まず第 一 に絵が仕上げられ る こ との喜 び を語 る｡ そ して ｢多
少 の昂奮を残 したままで ､ 例 の モ デ ル を心待ちに+ す るの だが ､ モ デル 第 一 日日となる こ の 日の
手記に は ､
"
ナ ジ エ ー ジ ダ ･ ニ コ テ エ ヴナ
”
と い う名 は耗面に多く綴 られない ｡ 実際に彼女 へ 呼び
か ける会話内で はその名 は言及 されて も､ 自己心 情の 吐露や周 囲の 情景描写となると､ 彼は彼女
を名 で 示す代わりに ｢僕の絵+､ ｢自分の モ デル+､ ｢モ デ ル+ と い う言葉で指 して いく｡ また ､ そ
の 晩彼は ､ 以前に彼女の 救済に つ い て語 っ た友人 - リフ レイフ に会うが ､ ｢ぼく にも少 し君 の気持
ちがわか るよ+ と述 べ なが らも､ - リ フ レイ フ の ｢彼女を引き上げてや っ てくれ+ と いう再度の
頼 み には沈黙を守る｡
しか し､ 彼女との会合を数回重ねると ､ 明らか に描写 には変化が現れ る｡ 彼女に対 して ｢僕 の
袷+ や ｢モ デル+ と い っ た指示 語は用 い られなく なり､ 絵の 完成は喜びの 念で は なく憂欝感 を伴
つ て語 られ る ようにな る｡ ｢わけの わか らな い感情+ が ロ バ - チ ン の 胸に積もり ､ - リフ レイ フ の
嘆願 がそ の 耳元 に響く ように なる ｡ 彼は こ の 時点で初めて彼女 を売春 の泥沼か ら引き上げる こ と
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を具体的に頭 に思 い描き始め ､ ナ ジ エ ー ジ ダに彼女の名字は何 で あるの か と尋ね るo 彼 は彼女 の
知り えない過去を想像 し､ ｢無性に彼女 と話 をした り ､ い ろ い ろき いて みたく+ なる の だ が ､ は っ
きり した応答は返 っ て こ ない o ロ パ ー チ ン の 関心 の 増加 と共 に ､ 彼女 の相貌 ､ 立 ち居振舞い ､ 雰
囲気を描写する行は増 し､ 果て は彼女が 売春婦とならなか っ た場合の 現在ま で も彼は空想 し始 め
る o もはや彼は ｢モ デル+ では なく ｢薄幸な存在+ とい う言葉でも っ て彼女 を指 し示す｡ 蔑み 手
の 前にはナ ジ エ ー ジ ダ ･ ニ コ ラ エ ヴナ の 苦悩そ の もの が大きく ク ロ ー ズ ア ッ プ され､ 彼女自身が
語る言葉に よ っ てで はなく ロ バ - チ ン の観察を土台と した推測 を通 して ､ 彼女の性質と苦悩 ､ そ
の 全体像が描き出されて いく の で ある29｡
｢彼女の 顔は こ こ数 日の 間に著しく 変わ っ た ｡ 何か 陰密で物悲 しげな表情が ､ 唇の 周りや灰色
の瞳の くぼみ の 中に目に つく ようにな っ た+
｢ほとん ど目に つ か ない影が さっ と彼女の 顔を走りぬ けた ､ そ して ちょ っ との 間 ､ ま るで何か
に驚い たか の ように唇をき っ と結 ぶ と ､ また話 し続 けた｡ 彼女は そ の 時 - - ぼくに発言させず ､
そ の 質問をうやむやに して しまお うと しきりに話題 をさが して い る ように見 えた+
｢こ の 誇り高 い ､ 不幸な魂の 中で は何が起こ っ て い たの だろう ? - - そ の 当時か らぼく はすで
に ､ 彼女の 破滅 は彼女が - つ らわ なか っ た た めに生 じた の だ と考えて い た｡ お そ らく ､ なん らか
の譲歩 をしさえすれ ば､ 彼女も皆と同 じように生きられ た ろう - - +
彼 の観察描写 は ､ ナ ジ ュ ー ジダ ･ ニ コ テ エ ヴナ の 心 理や性格 を次々 と開示 して ゆく ｡ それは彼
女の 悲哀 を読み取ろうとする彼自身の積極的な意志
した+
｢彼女の顔 に なにか を読み 取ろうと苦心
の為せ る業で あり ､ 彼女 の 自己表出は ほぼす べ て を彼 の存在に依っ て い る とい える｡
つ まり ､ こ の 作品はそ の 自己開示がす べ て ロ バ - チ ン の瞳 の 中に託されて い るナ ジ エ ー ジ ダの
外側 に ､ ソ - ニ ヤ の 存在に自らの 瞳の 中に託されて い るもの を託す ロ バ - チ ン の姿が あるの で あ
るo ロ パ ー チ ン の 存在が あるか らこ そナ ジ エ ー ジダの 存在が浮 か び上が り ､ ソ - ニ ヤ の 存在が あ
るか らこそナ ジ エ ー ジダを含む ロ パ ー チ ン の 存在が浮か び上 が っ て い る｡ 構造的には ､ ロ バ - チ
ン を中心 軸に ､ 彼 の ソ - ニ ヤ に対す る呼びか けが物語の 輪郭を構成 し､ 彼の ナ ジ エ ー ジダに対す
る呼びか けが物語内の 事件を構成 して い るとい えるだろう｡ い わば､ 一 人称体の語 りを 二重に掛
け合 わせ た構造とな っ て い るの で ある ｡
｢古いやり方が筆にひ っ つ い た+ とい う創作後の ガル シ ン の咳きが ､ こ の構造自体を指したか
29 女主人公が表出されるこ の仕組み は､ ガ ル シ ン作品の 形式と構造の 分析を試みたPa山 Ⅶ r n aiによ
つ て指摘されて い るo Pa ul Var n ai, The pr o se of V･ Ga r shin ･ Michig an Univ e rsity, Ph･D･, 1 97 0, p38.
53
研究 プ ロ ジ ェ ク ト報告書第 40集 19世紀末 ロ シ ア の 思想 と文化
どうか 柱定かで はな い o しか しなが ら､ 彼 の 一 人称体 に よる語り の 手法が忠実に引き継 がれて い
る こと は ､ 一 つ の事実七 して 指摘 して おく必要が ある ように思わ れ るo
5. 登場人物とその意識
｢恋愛沙汰が あり多く の 血 が結末 で凍れ る ､ 完全に個人的な物語+ と作者の 口か ら述 べ られた
当作品は ､ そ の筋立 て からすれば最も典型的な恋愛小説 とい える｡ それ は ロ パ ー チ ン ､ ナ ジ エ ー
ジ ダ､ ペ ソ - ノ フ の 三人 を巡 る愛憎劇 で あり､ 完全 な三角関係が 措かれて い る . しか し､ 恋愛小
説 として眺めるとき ､ こ の 登 蕩人物た ちは非常に奇妙な点 を有す る こ とに気 づ かされ る｡
恋愛小説 の醍醐味と い えば ､ 通常考 えられ るの は いわ ゆる ｢恋 の 襖悩+ で あろう｡ ある者 は自
分の 思い が相手に受け止 め られ るか どうか を思い煩 い ､ ある者は愛 に応 え る べ きか迷 い ､ ある者
は相手 の 心情を推 し測 りなが ら巧 みに 駆 け引きす る｡ ある い は 二 者 の 間で悩み ぬき ､ ある い は嫉
妬 に身を焦がす ｡
この ような恋 の懐悩が ､ 当小説 にはま っ たく見受 けられな い ｡ 描写 が削除されて い る の で はな
く ､ そ もそも三人の 心情変化 の 過程にお い てそれ に類す る段階が初め から見当たらない ｡ なぜな
らば､ 三者の 間では ､ 己 の相手 に対す る愛を自覚する瞬間は あっ て も､ 肝 心 の 自分に対する相手
の愛を確認する機会が ない か らである｡ 彼 らはそ の ような場 を必要 と しな い ｡
ロ パ ー チ ン はナ ジ エ ー ジ ダとの 仕事回数が重な るに つ れ て彼女 - 思 い を寄せ始 めるが ､ 彼の 恋
情は彼女の 意志を確認する こ とな しに育 っ て ゆく｡ 彼は彼女が 自らを恥 じるあまり､ すなわち謙
遜 さか ら自分の プ ロ ポ ー ズ を断わる以外 に どん な拒絶され る理由も想像 しは しな い ｡ 彼 は自分が
相手 に愛されない かも しれな い とい う不安か らは ､ 初め か ら終 りまで無縁 で ある ｡
ペ ソ - ノ フ に つ い て も同様 の こ と が い える ｡ 彼 にお ける問題 は ､ 売春婦 との結婚する こ と に よ
つ てもたらされるかも しれな い社会的恥辱 を受け入れ られる か どうか ､ そ の 一 点の み に存在す る｡
そ こ には ､ たとえ社会的恥辱 を振り払 っ たと しても ､ 彼自身が彼女 に愛されない かも しれない と
いう仮定が初め から抜 け落ちて い る ｡ 二者間の 複雑 であ るはずの 感情問題は どこ か - 消え失せ ､
恋愛の 障害と して は ペ ソ - ノ フ の 見栄っ 張りな虚栄的観念だ けが掲 げられて い る ｡
そ してナ ジ エ ー ジ ダ ･ ニ コ ラ エ ヴナ にお い ても ､ 彼女の 苦悩 は自分が売春婦で ある こ とと ､ 過
去 に ある人物 を自殺 に追いや っ て しま っ たとい う二 点の みに集約され て い る ｡
■
彼 女は 二人 の 男性
か ら愛されて い る とい う事実に心を僅かたりとも悶 えさせ ることもなく ､ 三角関係 の中心 に 立 ち
なが ら本質的に は如何 なる恋愛問題 にも苦しまず､ 恋愛自体を経験 して い ない とさえい える｡ な
ぜ ならば､ 彼女は売春婦とい う立場 の 己 が彼らに愛されない だ ろう とは考えるが ､ そ の 立場 を離
れて の 本来 の自己が愛され ない か も しれ ぬと いう思い は 一 瞬たりとも抱く こ とが なく ､ 全編 を通
して恋愛にで はなく自身の 社会的立場に心 を悩ませ て い る からで ある｡ したが っ て彼女に と っ て
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も､ 恋愛 の 障害は当事者間の感情で はなく ､ 外的要因
い る｡
売春婦と い う社会的立場 一 にな っ て
愛ゆえの 個人的な緊迫や駆 け引き ､ 不安感が抜け落ちて い る中で ､ 各人物を結 び つ けて い るも
の はナ ジ エ ー ジダの背負 っ て い る苦悩 とい える｡ ロ パ ー チ ン は ナ ジ エ ー ジダの境遇に憐偶 の情か
ら吸い 寄せ られ ､ ナ ジ エ ー ジダは自分 の苦 しみを共に分か ち合 っ て くれ る人物と して ロ バ ⊥ テ ン
を受け 入れ る｡ 実際 ､ 彼女の ｢売春婦とい う立場故の 悲 しみ+ という理論に従うならば ､ 彼女を
売春婦 と して 眺めない 看であ っ た ならば ロ バ - チ ン でなくとも誰 でも良い という こ とにもなりか
ねて い ない o 彼女は ロ パ ー チ ン が売春婦 の 自分を軽蔑 しなか っ た と いう理由か ら彼 を信頼 し､ 過
去の 罪を次の ように打ち明けて愛 し始める の で ある ｡
｢『あた しはあなたを信 じて い ま せんで した ､ あた しは ､ あなたが結局最後 には こ の 三年 の 間に
自分が あまり にも慣れて しま っ た あの 眼差 しで あた しを見 つ め るその 瞬間を､ ひ どく びくびく し
なが ら待 っ て い た の ですo だ っ て ､ こ の 三年間､ 誰 - 人別の 目で あた しの 顔を見てく れ は しなか
つ た の ですか ら - - ･』
彼女は 口 を閉 じた ｡ そ の顔は ひきつ つ た ように歪 み ､ 唇は震 え出 した ｡ 彼女は ､ 部屋 の遠く の
隅をそ こ に何か を見つ けでも した ように見 つ めて い た ｡
『 一 人 ､ た っ た 一 人いま した ､ 皆の ような日では あた しを見ない ･ ･ ･ - あなた とも違 っ た見方 を
してくれ た人が｡ で も､ あた しは ･ - - 』
ぼくは - リ フ レイ フ と息を押し殺 して彼女に 耳を傾けた｡
『で も､ あた しはそ の人を殺 して しま っ た の です - - ･』わずか に聞こ える ように彼女が言 っ た｡
と ､ 恐ろ しい 絶望の発作が彼女を襲っ た｡ 疲れ果て た胸 から号泣が ほとばしり ､ 痛ま しい 子供
の ような働巽が部屋に響いた+
こ の場面の 後 ､ 両者はお 互 い の 愛 を確か め合 っ た かの ように急速に接近 し､ 関係 は安定 した常
態に入 る｡ とはい え､ こ の セ リフ は愛の 告白で あろうか ｡ これ はむ しろ ､ 警戒心の 溶解 ､ ロ パ ー
チ ン に対する信頼の 表明､ とい っ た方が 的を得て い る ように 思われ る0
これ は要す るに ､ 人物 の 内部で相手 に対する感情よりも ､ 自らの 立場に対す る意識 が先ん じて
い る こ とを証明 して い る｡ 彼らの語 る言葉は ､ 裏を返せば自己の 立場 を説明あるい は弁明するよ
うなもの ばか りで あり､ 溢れる ような愛情の吐露とは縁遠い ｡
ロ バ - チ ン の ナ ジ ュ ー ジ ダに対す る感情は ､ 売春婦 とい う弱者 へ の 憐慣を源に持ち､ 彼 は終始
- 賞 して彼女の 苦悩を見つ め続ける. 彼 の 心 を揺り動か してやまない もの は､ 彼女の 性格や,[♪情
とい う よりも､ そ の社会的立場で ある ｡ 彼 は本来の 彼女の 人格とい うよりも､ 不幸な運倫か ら堕
落 した ナ ジ エ ー ジダ ･ ニ コ ラ エ ヴナ とい う 一 人 の悲 しい女 を愛して い る ｡ それ ゆえ､ 物語は基本
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的に人物の 個人感情では なく ､ そ の 立場 が軸と な っ て 展開 して い る ともいえ るの である｡
例えば ､ 恋敵 同士 で奉る ロ バ - チ ン と ペ ソ - ノ フ ､ こ の 両者 はナ ジ エ ー ジ ダを挟ん で彼女の 心
を奪い 合 っ て い るとい うよ りも･､ まる で彼女 を水 商売か ら救 い出す 立場の ポ ジショ ン争 い を して
い るかの ようで ある｡ ペ ソ - ノ フ の 日記内で の 心情告白は ､ なぜ 自分が過 去 に彼女 を救わ なか っ
た かとい う釈明 ､ ロ バ - チ ン は彼女を救う べ きで はない と考える尾 理屈 じみ た 理由 ､ ロ バ - チ ン
に彼女を救わせ ない た めに彼自身 が行う妨害 工作 の 内容に ､ 大半が 尽きて い る｡ 彼にと っ て の最
重要事は ､ 彼女を救うか救わない か ､ そ の ポジ シ ョ ン を他者に奪われ るか奪 われない か ､ と いう
こ となの で ある o それが ロ パ ー チ ン の 手に 渡る かも しれ ない とい う焦りが 日記 の端 々 に潜み 出､
彼 の文章はそ の 合理的な性格 に は不似合 い な辻棲 の 合わない文句に満 ちて い る ｡
｢俺は長年 ロ バ - チ ン を知 っ て い る し､ こ の 才能豊か な青年 に心 か ら好意 を抱 い て い るようだ｡
俺は彼に悪を望まな い ､ とこ ろが ､ 火の 中､ 水 の 中をく ぐり抜けて きた 堕落 した女性 に近づく こ
こ れ は悪 で ある ｡ とりわ け ､ 彼の ような汚れの な い性質の 者 には+
｢こ の俺自身がすん で の と こ ろで ､ 今 ､ 寛大な心 を持 つ ロ バ - チ ンがや っ て い る救世主の 役 を
こ の 身に引き受 けるとこ ろだ っ た ｡ だが ､ そ の 頃の 俺は今の 彼 より も経験豊 かだ っ た｡ 俺は こ れ
が なん にもならぬ こ とを知 っ て い た の で ､ 何か を して み るこ とを試 みない ま まに手 を引いて しま
つ た の だ+
｢と こ ろが 実際に は ､ 俺は彼女 を彼 か ら引き離 し､ おそ らく彼女 の 一 切 の希望が置かれて い る
あの 男 の保護か ら彼女を奪っ て しま い た い の だ - - - ああ､ まさか俺が ロ バ - チ ン の 立場に立 つ こ
と を望ん で い ると は !+
こ の ような尊大で 自分勝手な思考を経 て ､ ペ ソ - ノ フ が最終的に獲得 した もの は ､ 自分が昔彼
女を救 わなか っ た こ とに対す る い い ようもない 悔恨 の 念で あっ た ｡ そ こ が ､ 彼 の 揺れ動き続 けた
精神の ゴ ー ル ､ 自身の 解答 となる ｡ 彼女 に愛され るか愛されな い か とい う問題 は完全 には るか彼
方に遠の い て しま っ て お り､ 彼 は彼 女で はなく 己自身を見 つ めて い る｡ 物語末尾 の彼 の告白は ､
その こ とを如実に表わ して い るだろう｡
｢3 年前はす べ てが 可能で あり ､ 容易だ っ た｡ 俺が こ の 日記 に ､ 救う可能性が ない の を見て取
つ たの で彼女を拒否 した と書 い たの は ､ 嘘 をつ いた の だ｡ 嘘 をつ い たの で なけれ ば､ 自分を欺 い
たの だ｡ - - 俺 には こ の こ とが ､ 彼女 - の 愛に 自分の 心 が痛む今に な っ て分か っ たの だ ｡ 愛に !
い や ､ これは愛 では ない ､ こ れは気違 い じみた熱情だ､ これは俺の 全身を焼い て い る火災だ+
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こ れは もはや激 しく狂お しい まで の儀悔 で あるo 長 い 間坤吟 し､ あらゆる恥をか い なぐっ て 出
した彼の 結論 は ､ 彼女 - の愛の 目覚めで はなく ､ 己の 過去 の罪 の 自認で あっ た.
ロ パ ー チ ン にお い て 自らの 立場 に対す る意識が先行 して い るの と同様 ､ ペ ソ - ノ フ も救い 手の
立場に立 っ こ とばか り を問題視 し ､ そう決意するほ どに彼女を愛する ように なっ た ､ 恋愛上の 肝
要な過程 を丸 ごと無視 して い るo 加えて ､ こ の救済行為の前で は ､ ロ バ - チ ン の 思考内と同 じく ､
ナ ジ エ ー ジダの 意志 によ る選択は頭か ら存在 しない ｡ ペ ソ - ノ ブ は自分の虚栄心を捨て られ るか
どうかとい う不安は抱 えて い るが ､ 虚栄心 を捨て 去 っ た後にも自身が彼女か ら愛されない かも し
れない とい うこ とは鼻か ら考 えない の で あるo すなわち､ こ こ では どの人物もまず第 一 に自分自
身の 良心 と向か い合 っ て お り ､ ペ ソ - ノ フ は 己の 利己心 に ､ ナ ジ エ ー ジダは自分 の過去 の 罪に ､
ロ バ - チ ン は彼女を救お うとす る自身の 正義感に ､ 相対 し続 けて い るとい える｡
で は ､ も し ロ バ - チ ン と ペ ソ - ノ フ が ナ ジ エ ー ジ ダの 心 を追 っ て い るの で ない とすれば ､ 彼 ら
が真 に追 い か けて い るもの は何だろうか ｡
彼らは ､ い わば ｢行為+ そ の もの を追 っ て い る o 売春婦を救うと い う自己の 社会的名声を犠牲
に した行為 を､ 目的に掲げて走 っ て い ると い えようo したが っ て ､ ナ ジ エ ー ジ ダが彼らを愛する
か どうか は彼 らにと っ て は二 義的な意味合 い しか持た ない の で ある｡ そ の ような意味で ､ 彼らは
恋の 懐悩者 というよ りも､ む しろ自己の 良心 に決断を迫 りなが ら偉業をなす こ とを試み る社会活
動家の 側面を多く有してい るように思われる ｡
6･ 作品構造と人物の意識の 間にある共通点
4 章にて我々 は ､ ロ バ - チ ン の 存在が あるからこ そナ ジ エ ー ジダの 存在が浮か び上が り ､ ソ -
l
ニ ヤ の 存在が あるか らこそ ナ ジrL - ジダを含む ロ バ - チ ン の 存在が浮 かび上が っ て い る構造 を見
たo 5章に て我々 は ､ 相手 へ の 感情よりも自らの 立 劇 こ対す る意識 を先行させ ､ ｢行為+ そ の もの
を追 っ て ゆく人物内部の意識を見た o こ の 二 つ の傾 向の根 を探 っ て ゆく と､ ほぼ同 - の 地点 - 出
るこ とが分か るo それ は ､ 己の 存在意義 を他者との 関係 の 中で確認 したい とい う強烈な願望､ ひ
い て い えば､ 社会 の 中でそれ を認識 した い と欲する意識で ある｡ そ の 土台には ､ 社会内で自らの
存在の価値を深く疑う吐息が ある ｡
すなわち ､ こ の作品 では どの 登場人物も他者に対する自らの 行為を手離 した地点で ､ 独 立して
起立 して い ない o それは語 り手に よる描 出の方向性を逆転させ て考えて みれ ば自ずと分か るo
ナ ジ エ ー ジダは ロ バ - チ ン にそ の 自己表出を依 っ て い るか の ようで あるが ､ 夷際に自己開示 を
真に依存 して い る の は ロ バ - チ ン の 方で あるo なぜ ならば､ 一 個の人 間と して の彼 の人格は ､ 彼
女を憐れみ ､ 彼女の 救出を決意す るそ の過程の 中で浮かび上が っ て い るの で あり ､ こ の 悲 しい女
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に対す る態度 と決断がそ の 人物像の 輪郭を築 い て い るか らで ある｡ ナ ジ エ ー ジダとい う存在に照
射される形 で ､一
口 バ ー チ ン の 誠実さ､ 純真さ ､ 意志力 の強 さ､ 勇気 と い っ た ような性質が読み手
の 前に示 され る ｡ 自らの 心情描 写で も純粋な個人的感情でもなく ､ ナ ジ エ ー ジ ダを前に した とき
の 自身 の感情や決断 を述 べ る彼 にお いて 臥 そ の人物像 の 内面もまた彼女 の存在な しで は把握不
可能なほ ど脆い もの で ある｡ 彼 は彼女 の存在 を思考外に置き ､ 自分 自身 の 内奥に突き進ん で ゆく
視点を持た ない o そ の語 りの 構造内には ､ まず自己が ある の では なく他者 が あり ､ 次い で他者に
よ っ て存在意義 を得 る自己 の意識とい うもの が 明確に組み込まれて い ると い えよう｡ したが っ て ､
語 り手 でもある彼 の視線は常 に自己か ら他者 - 真 っ 直ぐに出 ､ そ の 他者を基 点と して自己に再 び
戻 っ てくる の で ある ｡
同様 の こ とは ソ - ニ ヤ にも指摘され る｡ 全編に渡 っ て ロ バ - チ ン の 慰め 手 と して登場する彼女
は ､ ロ パ ー チ ン の 存在 な しに は彼 女の 人物像 を読み 手 は到底掴 み得 ない ほ どに ､ その 人格 と存在
価値 の表出を彼に依 っ て い る ｡ 彼女 の 人格 と美徳は ､ 無償 の 愛で ロ バ - チ ン を愛するとい う行為
に よ っ てそ の 全輪郭が浮か び上が っ て い る の で あり ､ それ以外 の 側面にお ける彼女の 人格や意志
は初めから存在 しない ｡ そ の ような意味で は ､ ソ - ニ ヤ とい う人物 の表 出に こそ ､ 他者に よ っ て
人格とそ の 存在意義のす べ て が築き上 げられ る構造が最も顕著に表 われて い る｡ また こ の傾 向は
ペ ソ - ノ フ も例外で は なく ､ 彼自身 の虚栄心 と卑劣さは ､ た だ彼 の ナ ジ エ ー ジダに対す る態度を
通 して浮かび上 が っ て い る｡ こ こ でも彼 の 人格は彼女な しで は表出され得て い ない ｡ つ まり ､ 語
りの 構造を逆転させ て 見れ ば､ 一 方 には ナ ジ エ ー ジ ダとい う存在 に 己 の人格とそ の 存在価値の発
露を振る ロ バ - チ ン と ペ ソ - ノ フ が お り ､ 他方 には ロ バ - チ ン とい う存在に自身 の 人格とそ の価
値の 発露を頼る ソ - ニ ヤ が い るの で ある ｡
こ の 図式は そ の ままの 形で ､ 人物内の 意識 を照 らして い る｡
自己 の存在意義をナ ジ エ ー ジ ダと いう他者存在 に寄り かか らせ る ロ バ - チ ン と ペ ソ - ノ フ は ､
彼 女を救うとい う目に見 える行為をひたす ら追 っ て ゆく ｡ なぜ ならば､ 他者 の 存在 を通 して 自己
の存在価値を認識す るため に は ､ 自己は他者に何 かを差 し出 し､ 他者に役 立 つ 者 とならなければ
ならない か らで ある｡ 存在意義を得 ようと欲す る彼 らにと っ て の最優先事項は ､ 己の 感情を見出
す こ とで はなく ､ そ の 存在価値を発見す る こ と､ ひ い て い えば ､ 自らの 立場を確立 ､ 安定させ る
こ とである｡ したが っ て ､彼 らの意識が 自己感情で は なく 自らの 立場を注視し続けて い る こ とは ､
当然の 帰結とも い える の である o 彼 らの 内奥 で密か に凝視 され て い るの は ､ 愛す る女性ナジ エ ー
ジダというよ りも ､ 自身 の存在意義そ の もの で ある ｡
7. 作品と時代
こ こまで検討 してきて ､ 我 々 は 一 つ の 疑問点にぶ つ か るo 他者に と っ て 必要な存在となる こ と
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に よ っ て 自己 の価値を確認す るの なら ば､ 通常 の恋愛感情に よ っ て も十分に果たされ るの で は な
い かと い うこ とであるo 自己価値の 認識が精神 内部で行なわ れ る以上 ､ 恋人同士 の 精神交感が 目
に見えぬ 内面的なもの で あっ たと して も､ それ はや はり互 い の 存在意義を高め るもの となる ｡
これは どの ようなこ とを意味す るか ｡
こ こ にて我々 は当作品の最底辺 に潜む志向が 目指す彼方 に ､ ｢自己存在の意義の発見+ その もの
では なく ､ ｢社会の 中で+ 己の価値を発 見 したい と いう切なる願 い を見なければならない ｡ こ こ で
の最重要問題は ､ まさに社会の 中で ､ とい うこ とであるo そ れ は語 り の構造からも人物の 意識か
らも ､ 至 ると こ ろから噴出して い るか の ようで あるo 売春婦と い う社会 の最下層に立 っ 女性 を中
心に ､ どの 登場人物も精神内部で自己 を完結させる こ と を望まず に ､ 社会の 中で の 自らの居場所
を確認 しようと他者 に向か っ て出て ゆく o 彼 らは誰 一 人と して他者 から自己 を切 り離 し､ 己 一 人
の 魂の 内部に突き進もうとはせず に ､ 常に自己を他者に結び つ け､ 他者の 存在と共 に自己存在を
捉え て ゆこ うとす るo それ はあたか も､ 他者か ら手を離せ ば自己存在が谷の 底に転落 して しま う
ような崖 っ ぷ ちでの 曝ぎを聞くか の ようであり ､ 自己 をどこ か へ 置き ､ そ こ に結 びつ けた い と欲
する焦煉感 を目の 当たりに感 じるか の ようである｡
これらの 吐息は我々 に - つ の ことを連想 させ る.
そ れは ､ こ れほ どまで に自己と社会との連帯感を渇望 して い た 80 年代知識人が ､ 実際 に当時の
社会の 中で感 じて い た自己存在にお ける無力感 の 現実 ､ 自らの 存在価値を外部の活動 の場 にて確
信す る こ とが極めて 困難 だ っ たに相違ない そ の 生々 しい 時代 の現実で ある｡ 我 々 は社会 から完全
に孤立 して生き てい ない 限り ､ 社会 か らもやはり ある程度､ 自身 の存在価値の保証を求め るもの
で あるo そ の保証がゼ ロ の とき ､ 人間の心 は不安定に なり ､ 自己自身を振り返る余裕を持たずに ､
ひたすら外部の他者 へ と出て ゆき ､ 個々 の 他者か ら社会そ の もの が与えてくれ ない保証 を得 よう
とす る｡
事実､ 自分の 住むア パ ー トの 設計図が警察の 手元 に あり ､ い っ 何時警察が部屋 に押し入 っ て 来
てもちっ ともお か しくない 日常に生き て い たとすれ ば､ 次々 に 自分が 寄稿す る雑誌が廃刊となり ､
いく ら良い もの を執筆しようと して もそ の 努力 を検閲制度に こ とごとく握 り潰されて しまうとす
れば､ そ して仲間の耳筆家が相次 い で当局の 手にか か っ て ゆく事実を目の 前に突き つ けられ ると
すれば､ - 体誰が社会の 中で の 己 の 存在価値 を確信 し続ける ことができ るだろうか . ｢お 前らは
我々 の好きなときに ､ 我 々 の 足 下に踏み つ けられる 虫けらだ+ - あたかも こ う社会が鳴時して
い るか の ようで ある30｡
30 これ はまた ､ 国家と人 々 の 間の 関係の倫理 の問題 を提起する. ガ ル シ ン の時代か らすで に 一 世紀以
上が過 ぎた現代にお い て も ロ シ ア の 人 々 の 倫理的現状がそれ ほ ど変化 して い ないこ とは, 前年千葉大
学で 開かれ た国際会議でも如実に明 らかにされたo そ こ で ｢ポ ス トソ ビ エ ト の ロ シ ア にお ける倫理問
顔+ と い う題 で報告 したセ ル ゲイ ･ ドミ トリ ェ ヴィ ッ チ ･ セ レプリ ヤ ヌ イ氏 は､ 社会学者 L. グ ドゥ コ
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同時代の 社会活動家ク ラ フ チ ン ス キイ は ､ 当時の ロ シ ア 社会 の凄惨 な実情 を次 の ように語 っ て
い る｡
｢い つ の 頃か らかは っ きり しない が ､ ロ シ ア にお ける捜索は ､ 毎 晩行われ る ようにな っ た ｡
- けれ ども ､ だか らと い っ て ､ ロ シ ア人 の家族は白昼､ 不愉快な訪 問を受 けない と結論する の は
間違い で あろう｡ 警察は昼 日中も よく捜索を行うの だ｡ 何故 なら日 中は ､ こ ん な訪問を受けよう
と は期待 して い ない し､ そ ん な心 がま えも しにく い の で ､ す っ か りま ご っ かせ て しまえるか らで
ある+ 31
当作品の構造 と登場人物 の意識 は ､ 8 0年代 ロ シ ア 社会に生き た知識人が直面 して い た以上 の よ
うな凄ま じい 現実を､ 極 めて鮮やか に照射 して い る と い えよう｡ そ して当時の 社会状況を忠実に
反映 して い た が ため に ､ あの 時代 ､ ガル シ ン は圧倒的な人気を誇 っ て い た の で はなか ろうか ｡ そ
して そ の事実は ､ 結局 の とこ ろ 2 1世紀と 19世紀､ 日本と ロ シア の 隔た り を如実 に表わ して もい
る o
8. おわ りに
当論文で は ､ 作品の 構造と人物内の 意識 を検討に付 した ｡ しか しなが ら､ 発表 が危ぶまれ なが
らも､ ガル シ ン がそ の 作品内に何 を描き ､ 何 をと どめた か っ た の だろうか ､ とい う問題提起 には
い まだ十分な解答を与え られ なか っ た ようにも思わ れ る｡ 当論文で 出された結論は筆者 に ､ 80年
代 ロ シ ア の 社会意識の 実相 に さらに迫 っ て ゆく 必要が ある こ とをひ しひ しと感 じさせ て い る ｡ な
ぜ ならば､ ガ ル シ ン の 作品か ら浮 か び上が る時代 の意識を垣間見､ そ こ から再びガル シ ン に 日を
移せ ば､ 彼 はデカ ダン ス どこ ろか ､ 極 め て健全 な心 をも っ て厳 しい 現実の 中で存在意義を確立 し
て い こうと した知識人だ か らで あるo あの 時代､ 彼 は本当 にデカダ ン作家で あ っ たの だ ろうか ?
こ の疑問が筆者の 心をますます占め るように な っ た. そ して こ の 問題 は ､ ピ ー タ ー ･ - ンリ ー や
P . Ⅴ べ ケデ ィ ンの 提出 した ガル シ ン にお ける倫理観の 問題 とも結び つ いてく る ように思われ る｡
それ らの さらなる論考は他日に期 した い ｡
フ と B. ドゥ ビ ン の 言葉を挙げ､ 国家機能 に対する ロ シ ア人 の支配的な感情は ｢集団で レ イプされた+
者の それ で ある､ と述 べ た ｡ しか しそれ は別 の 論考になるため ､ こ こ で は以 上の 言及 に留めたい ｡
31 タラ フ チ ン ス キ ー 『ツ ァ ー 権力下 の ロ シア』 漆原隆子訳 ､ 現代思潮社 ､ 1969年､ 82貢｡
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